
 

 

・住宅火災における最近の死者数は 1000人前後を推移。 

・住宅火災の死者のうち、高齢者が約 7割を占める。 

・就寝時間帯で多くの死者が発生している。 

・たばこを発火源とした火災による死者が最も多い。 

・逃げ遅れによる死者が多い。 

・寝具類に着火した火災による死者が最も多い。 

※ 上記をまとめたデータは下記参照 

（総務省消防庁のホームページから引用） 

 

皆さんの住宅には住宅用火災警報器が設置されてい
ますか。 

大切な家と家族を守るため、住宅用火災警報器を設置
しましょう。 

甲府地区広域行政事務組合消防本部 

予防課 ℡055-222-1291 
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住宅火災件数（放火を除く。） 住宅火災死者数（放火自殺者等を除く。）
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平成23年6月1日から既存住宅で
住宅用火災警報器が義務化

住宅火災の発生件数と死者数の推移
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平成23年6月1日から既存住宅で
住宅用火災警報器が義務化

住宅火災の死者数の推移
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（平成30年中）

（備考） 1 「火災報告」により作成
2 「各時間帯の数値」は、出火時刻が不明の死者31人を除く集計結果。「全時間帯の平均」は、出火時刻が不明である火災を含む平均
3 例えば、時間帯の「0～2」は、出火時刻が0時0分～1時59分の間であることを表す。

22時～翌朝４時の時間帯の平均：114.7人

全時間帯の平均：78.8人

22時～翌朝４時までの時間帯の平均は、
全時間帯の平均の約１．５倍

時間帯別住宅火災の死者発生状況（放火自殺者等を除く。）



ストーブ

113人(11.9%)

たばこ

135人(14.3%)

電気器具

81人（8.6%）

不明

463人(48.9%)

ローソク・灯明
24人(2.5%)

風呂かまど
10人(1.1%)

その他
47人(5.0%)

こたつ
8人(0.8%)

住宅火災に
よる死者
946人

こんろ35人
(3.7%)

マッチ・ライター
30人(3.2%)

電気ストーブ

54人

石油ストーブ等

52人

その他

2人ガスストーブﾞ 5人

（平成30年中）

（備考） 「火災報告」により作成

たばこを
発火源とした

火災が最も多い。

寝たばこは絶対にやめる。

ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

ストーブを
発火源とした
火災も多い。

住宅火災の発火源別死者数（放火自殺者等を除く。）

電灯電話等の配線

37人
配線器具

29人

テーブル

タップ

12人

電気機器 2人
その他

１人

電気

こんろ

6人

石油こんろ

1人

ガスこんろ
26人

その他
2人



住宅火災による死者
（放火自殺者等を除く）

946人

逃げ遅れ 519人（54.9%）

熟睡 108人（11.4%）

病気・身体不自由 125人（13.2%）

延焼拡大が早く 63人（6.7%）

消火しようとして 27人（2.9%）

泥酔 12人（1.3%）

狼狽して
3人（0.3%）

乳幼児
3人（0.3%）

持ち出し品・服装
に気をとられて 4人 0.4%

その他 174人（18.4%）

着衣着火 48人（5.1%）

出火後再進入 18人（1.9%）

その他 361人（38.2%）

逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。

（平成30年中）

（備考） 「火災報告」により作成

住宅火災の死に至った経過別死者発生状況（放火自殺者等を除く。）



（備考） 「火災報告」により作成

寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用しましょう。

寝具類に着火した火災による死者が最も多い。

（平成30年中）

寝具類
96人（10.1%）

紙類 16人（1.7%）

衣類
76人（8.0%）

繊維類
38人（4.0%）

屑類
63人（6.7%）

内装・建具類
40人（4.2%）

カーテン・じゅうたん類
17人（1.8%）

その他
59人（6.2%）

ガソリン・灯油類 16人（1.7%）

家具類 12人（1.3%）

ガス類 5人（0.5%）
天ぷら油
3人（0.3%）

不明
505人（53.4%）

寝具類
72人（10.8%）

衣類
55人（8.2%）

紙類 14人（2.1%）

屑類
39人（5.8%）

内装・建具類
26人（3.9%）

カーテン・じゅうたん類 9人（1.3%）

ガソリン・灯油類 11人（1.6%）

不明
358人（53.6%）

繊維類
26人（3.9%）

家具類 7人（1.0%）
ガス類 3人（0.4%）その他

45人（6.7%） 天ぷら油 3人（0.4%）

住宅火災による
死者

946人

住宅火災による
死者

（65歳以上）
668人

寝具類及び衣類に着火
した火災による死者
172人（18.2％）

寝具類及び衣類に着火
した火災による死者
127人（19.0％）

住宅火災の着火物別死者数（放火自殺者等を除く。）
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